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シ

ン

ク

レ

ア
･

ル

イ

ス

に

お

け
る

ー
『

本
町

通
り
』

論
の

た

め

の

ノ

ー

ト

ー
｢

田

舎
町
+

J∂6

十

九

世

紀
の

後
半
か

ら

今
世

紀
の

初
頭
に

か

け

て

ア

メ

リ

カ

社

会
に

起
こ

っ

た

大
き

な

変
化
の

一

つ

に
､

そ

の

社

会
の

急

速
な

都

市
化

現

象
が

あ

り
､

農
村
部
と

都
市

部
の

人
口

比
が

大

幅
に

動
い

(

l
)

て

い

る
｡

あ

る

統
計
に

よ

れ

ば
､

国
勢
調
査
の

行

な

わ

れ

た

年
に

つ

い

て
､

農
村
部
と

都
市
部
の

人
口

を

数
字
で

示

す
と

､

一

八
八

〇

年
は

､

農
村
部
の

人

口

は

三

六
､

〇
二

六
､

〇

四

八

人
､

都
市

部
の

人
口

は
一

四
､

一

二

九
､

七
三

五

人
で

､

人

口

比
の

百

分

率

ほ
､

そ

れ

ぞ

れ

七
一

･

八
パ

ー

セ

ン

ト
､

二

八
･

二

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た

が
､

一

八

九

〇
年
に

ほ
､

そ

れ

ぞ

れ

四

〇
､

八

四
一

､

四

四

九

人

(

六

四
･

九
パ

ー

セ

ン

ト
)

､

二

二
､

一

〇

六
､

二

六

五

人

(

三

五
･

一

パ

ー

セ

ン

ト
)

と

な

り
､

一

九

〇
〇

年
に

ほ
､

四

五
､

八
三

四
､

六

五

四

人

(

六

〇
･

三

パ

ー

セ

ン

ト
)

､

三

〇
､

斎

藤

忠

利

一

五

九
､

九
二

一

人

(

三

九
･

七
パ

ー

セ

ン

ト
)

､

一

九
一

〇

年

に

は
､

四

九
､

九
七

三
､

三

三

四

人

(

五

四
･

三
パ

ー

セ

ン

ト
)

､

四
一

､

九

九

八
､

九
三

二

人

(

四

五
･

七
パ

ー

セ

ン

ト
)

と

な

り
､

一

九
二

〇

年
に

は
､

五
一

､

五

五

二
､

六

四

七

人

(

四

八
･

八
パ

ー

セ

ン

ト
)

､

五

四
､

一

五

七
､

九
七

三

人

(

五
一

･

二

パ

ー

セ

ン

ト
)

と

な
っ

て
､

農
村
部

と

都
市
部
の

人
口

比

は

完
全
に

逆
転

す
る

｡

こ

の

よ

う
な

都
市

部
の

人
口

の

急

増
は

､

び

と

つ

に

は
､

ア

メ

リ

カ

社

会
の

工

業
化
に

と

も
な

う
､

農
村
部
か

ら

都
市
部
へ

の

人
口

流
入

に

よ

る

も
の

で

あ

る

が
､

同

時
に

､

一

九

〇

七

年
と

一

九
一

四

年
に

そ

の

ビ

ー

タ

を

迎
え

た

外

国
か

ら
の

移
民
の

流
入

が
､

都
市
部
に

集

中
し

た

こ

と

も

見
逃
せ

な
い

要
因
で

あ

ろ

う
｡

と

こ

ろ
.

で
､

こ

う
し

た

ア

メ

リ

カ

社

会
の

急

速
な

都
市

化

現

象
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の

中
で

､

農
村
部
と

都
市

部
の

価
値
観
の

相

剋
･

対

立
が

顕
在
化

し
､

そ

の

相

剋
･

対

立

を

具

体

的
な

形
で

か

か

え

込

む
こ

と

に

な

る

ア

メ

リ

カ

の

｢

田

舎
町
+

(

:
t

F
2

S

m

邑
t

O

宅
n
｡

)

の

問

題
が

大

き

く

ク
ロ

ー

ズ
･

ア

ッ

プ

さ

れ

る

こ

と
に

な
る

｡

も

ち
ろ

ん
､

時
代
の

趨
勢
と

し

て
､

｢

田

舎
町
+

自
体
が

都
市

化
の

波

を

か

ぶ

り
､

な
に

が

し

か

の

変
質
を

余
儀
な

く

さ

れ

る

こ

と

に

は

な
る

の

で

あ

る

が
､

そ

れ

で

も

な

お

｢

田

舎

町
+

ほ
､

大

都
市

と

は
一

線

を

劃
し
っ

つ
､

か

な

り
の

と
こ

ろ

ま
で

｢

村
+

と

し

て

の

性
格
を

持
ち

続
け
る

の

で

あ

る
｡

ア

メ

リ

カ

最
初
の

ノ

ー

ベ

ル

文

学
賞
授
賞
作
家
ハ

リ

ィ

･

シ

ン

ク

レ

ア
･

ル

イ
ス

(

H
弓
1

y

S
i

n
c
-

巴
1

L
e

ま
s

)

(

一

八

八
五

年

-

一

九
五

一

年
)

の

生

ま

れ

故
郷

､

､
､

､

ネ

ソ

タ

州
ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

(

S

P

`

打

C
e

n
t

l

タ

呂
-

n
n

e

岩
{

且

は
､

正

に
､

そ

の

よ

う

な

｢

田

舎
町
+

の

典
型

で

あ
っ

た
､

と

言

う
こ

と
が

で

き
る

｡

ル

イ

ス

は
､

一

八

八

五

年
の

二

月

七

日

に

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

の

町
に

生

ま
れ

た

が
､

そ

の

三

十

年
前
ま
で

ほ
､

そ

の

あ

た

り
ほ

起
伏
す

る

草
庶
で

､

イ

ン

デ
ィ

ア

ン

が

排
掴
し

､

駅

馬
車
が

行
き

交
っ

て

い

た
｡

最
初
の

植
民
が

行

な

わ
れ

た

の

は
一

八
五

七

年
の

こ

と

で
､

そ

の

年
に

七

人
の

ニ

ュ

ー

･

イ

ン

グ

ラ

ン

ド

人
が

入

植
し

て
､

ほ

ら

穴
に

柱
を

な

ら
べ

た

だ

け
の

住

居
に

住
み

つ

い

た

が
､

一

八

五

九

年
に

は

最
初
の

木
造
家

屋
が

建
ち

､

一

八

六

三

年
に

は

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

の

町

作

り

が

本

格
化
し

､

ド

イ

ツ

系
そ

の

他
の

移

民
が

流
れ

込
み

､

一

八

七

〇

年
に

は

最
初
の

公

立

学

校
の

校
舎
が

建
築
さ

れ
､

一

八

八

〇

年
に

は
､

詩
人

ウ

ィ

リ

ア

ム

･

カ

レ

ン

･

ブ

ラ

イ

ア

ン

ト

(

W
i

≡
p

m

C

已
-

e

n

野
y

p

ロ
t
)

(

一

七

九

四

年

1
一

八
七

八

年
)

の

名
前
に

因
ん

だ

ブ

ラ

イ

ア

ン

ト

公

共

図

書

館
が

作
ら

れ
､

一

､
八

九

〇

年
ま

で

に

八
つ

の

教
会
が

設
立

さ

れ
､

酒
場
が

八

軒
､

営
業
を

始
め

て

い

る
｡

一

八

七

八

年
ま
で

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

の

町
は

､

駅

馬
車
に

よ

る

交

通
の

便
が

あ
る

だ

け
で

あ
っ

た

が
､

そ

の

年
に

セ

ン

ト

ポ

ー

ル

(

S
t

･

勺
P

已
)

､

､

､

､

ネ

ア

ポ

リ

ス

(

賀
n

n
2

P
p

O
-

且
､

マ

ニ

ト
パ

(

岩
戸
ロ
ー

t

O

訂
)

を

結
ぶ

鉄
道
が

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

を

通
る

こ

と

に

な

り
､

一

八

八
二

年
に

は

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー
･

ノ

ー

ザ

ン

鉄

道
が

乗
り

入
れ

､

こ

の

二

本
の

鉄
道
が

､

や

が

て
､

グ

レ

イ

ト
･

ノ

ー

ザ
ン

鉄
道
と

合
併

す
る

｡

さ

ら
に

一

八
八
二

年
に

な
る

と
､

ノ

ー

ザ

ン

･

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

鉄
道
の

支

線
が

町

を

貫
通
す
る

｡

町
の

水

道
施
設
は

､

一

八

八

四

年
に

設

置
さ

れ
､

一

八

八

九

年

に

は

町
の

商
業
地

区

だ

け
に

設

け

ら
れ

て

い

た

下

水

設

備
も

､

ル

イ

ス

が

イ

エ

ー

ル

大

学
に

進

学
し
た

年
(

一

九

〇
三

年
)

に

は
､

▲7

町
の

全

域
に

普
及

し
､

一

九

〇
五

年
に

は
､

ル

イ

ス

の

家
に

バ

ス

用
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ル

ー

ム

が

設

け

ら
れ

て

い

る
｡

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

の

町
を

取
り

囲
む

自
然
は

美
し

く
､

か

つ

て

の

大

草
原

も

波
打
つ

小

麦
畑
に

か

わ

り
､

町
か

ら

十
マ

イ

ル

四

方
の

地

域
に

三

十
を

こ

え

る

湖
が

､

小

麦
畑
の

間
に

点

在
す
る

｡

冬
は

､

一

面
の

銀

世

界
､

夏
は

､

抜
け
る

よ

う
な

青
空

に

白
雲
が

湧
き

､

日

没
と

日
の

出
は

壮

観
で

あ

り
､

秋
ほ

､

小

麦
の

切

り

株

畑
に

鶉
や

雷
鳥
や

野
兎
が

遊
び

､

湖
水
に

ほ

鴨
が

浮
か

び
､

魚
が

群

れ

泳
ぐ

｡

…

…

こ

う
し

た

周

囲
の

自
然
の

美
し

さ

と

引

き

比
べ

る

と
､

ソ

ー

タ
･

セ

ン

タ

ー

の

町

は

い

か

に

も

貧
弱
で

､

見

窄
ら

し
い

｡

町
の

人

口

は
､

ル

イ

ス

の

生

ま

れ

た

年
が

二
､

八

〇

七

人
｡

一

八

八
九

年
に

は

市

制
が

し
か

れ

た

が
､

市
と

は

言
っ

て

も

名
ば

か

り

で
､

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

は

都
市

化
の

波

を
か

ぶ
っ

た

村
で

し
か

な

か

っ

た
｡

そ

れ

で

も
､

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

に

は
､

ハ

イ
･

ス

ク

ー

ル

の

レ

ベ

ル

ま

で

の

公

立

学

校
の

ほ

か

に
､

ビ

ジ

ネ

ス

･

カ

レ

ッ

ジ
､

州
立

女
子

感
化

院
､

前
述
の

図

書
館

､

秘
密
結
社

支

部
の

会

館
､

ホ

テ

ル
､

オ
ペ

ラ
･

ハ

ウ

ス

な

ど

が

あ

り
､

年
中

行
事
と

し

て
､

舞
踏
会

､

公

開

講
座

､

専
門
の

劇
団
の

公

演
な
ど

が
､

か

な

(

2
)

り

頻
繁
に

行
な

わ

れ

て

い

た
｡

ル

イ

ス

は
､

そ

の

代

表

作
『

本
町

通

り
』

(

5

旨
訂

h
キ
h

藍
)

(

一

九
二

〇

年
)

に

お

い

て
､

こ

う
し

た

田

舎
町
ソ

ー

ク
･

セ

ン

朗
一

⊥

タ

ー

を
､

ア

メ

リ

カ

の

田

舎
町

､

び

い

て

は

中

産
階

級
化
し

た

ア

メ

リ

カ

そ

の

も
の

を

象

徴
す
る

田

舎
町

と

し
て

描
き

出
し

て

い

る

が
､

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

を
モ

デ
ル

に

し
た

架
空
の

田

舎
町

､

､

､

､

ネ

ソ

タ

州
ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

(

の
○

勺
F
e

l

P
l

巴
ユ
e

.

呂
T

ロ

n
e

の

O
t

且

は
､

｢

小

麦
と

､

と

う
も

ろ

こ

し
の

畑
､

酪
農
場
と

小

(

3
)

さ

な

木
立

ち
が

つ

づ

く
一

地

方
の

､

人
口

二
､

三

千
の

町
+

と

し

て

設

定

さ

れ
､

｢

そ

の

本

町

通
り

は
､

い

た

る

と

こ

ろ

の

本

町

通

(

4
)

り
の

延

長
+

と

さ

れ

る
｡

ま

た
､

そ

の

規
模
は

､

女
の

足
で

一

巡

し
て

三

十
二

分
､

と
い

っ

た

程
度
の

も

の

で
､

町
の

本

町

通

り
に

ほ
､

二

階
建
て

､

煉
瓦

造

り
の

商
店

､

中
二

階
の

あ
る

木
造

家

屋

が

な

ら

び
､

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

歩
道
と

歩
道
の

問
に

泥
だ

ら

け
の

車
道
が

広
が

り
､

フ

ォ

ー

ド

と

ラ

ン

バ

ー

･

ワ

ゴ

ン

(

絹
針
輔
哩
)

が

雑

然
と

集
ま
っ

て

い

る
｡

ま

た
､

本
町

通
り

と

直
角
に

交
叉

す
る

横
町

に

入
る

と
､

そ

の

横
町
は

､

町

を

取

り

囲
ん

で

い

る

大
草
原

の

中
に

入

り

込
ん

で

し

ま

う
｡

ル

イ

ス

ほ
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

プ

レ

ア

リ

ィ

の

町
医

者
ウ

ィ

ル

･

ケ
ニ

コ

ッ

ト

(

W
E

只
e

n

n
i

c

O
t
t

)

の

妻
と

な
っ

て
､

こ

の

田

舎

町
に

乗
り

込
ん

で

く
る

女

主

人
公

キ

ャ

ロ

ル

(

C

賀
○
-

)

の

限

を

通
し

て
､

本

町

通

り
に

な

ら

ぶ

建

物

-
ホ

テ

ル

｢

､
､

､

ニ

マ

シ
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( 6 1 ) シ ン ク レ ア ･ ′レイ ス に お け る ｢ 田舎 町+

ィ

･

ハ

ウ

ス

+

､

ド

ラ

ッ

グ
･

ス

ト

ア
､

映

画

館
､

食

料

品

店
､

貴
金

属
･

宝

石

店
､

酒
場

､

煙

草

屋
､

衣

料

品

店
､

デ
パ

ー

ト

｢

ボ

ン

･

ト

ン

･

ス

ト

ア
+

､

荘

貸
店

､

金

物

店
､

家

具

の

デ
パ

ー

ト
､

軽
食
堂

､

フ

ォ

ー

ド

と

ビ

ュ

イ

ッ

ク

の

販

売
･

修

理

店
､

農
機
具
の

大

倉
庫

､

飼
料
店

､

美
術
品

店
､

玉

突

き

場
を

兼
ね

た

床
屋

､

仕
立

て

屋
､

カ

ト

リ

ッ

ク

教
会

､

郵
便
局

､

学
校

､

州
立

銀
行

､

農
民
全

腎
銀

行
､

そ

の

ほ

か

二

十

ば
か

り

の

商
店
や

営
業

所
､

そ

の

背
後
や

､

そ

の

中
に

ま

じ
っ

て

建
て

ら
れ

て

い

る

住
宅

-
を

克
明
に

描
い

て

い

る
｡

そ

の

描
写
の

実
例
を

一

､

二

紹

介

す
る

と
､

ダ

イ

ヤ

ー

の

ド

ラ

ッ

グ
･

ス

ト

ア

は
､

町

角
の

建
物

｡

整
然
と

し

た
､

人

造
の

石

材
づ

く
り

が
､

い

か

に

も

現
実

ば

な

れ

だ
｡

店

に

入

る

と
､

抽
ぎ
っ

た

大

理

石
の

ソ

ー

ダ

ー

水

売

場
が

あ

り
､

赤
､

線
､

濁
っ

た

黄
色
の

モ

ザ

イ

ク

細
エ

の

笠
の

つ

い

た

電
燈
が

の

っ

て

い

る
｡

引
っ

掻
き

ま

わ

さ

れ

た

歯
ブ

ラ

シ

と
､

櫛
と

､

ひ

げ

そ

り

石

鹸
の

包
み

の

山
｡

い

く
つ

も

の

棚
に

は
､

石

鹸
の

入
っ

た

ボ

ー

ル

箱
､

お

し
ゃ

ぶ

り
､

野
菜
の

種
､

黄
色

い

包

み

の

特

許

薬

-
結

核
と

婦
人

病
の

特
効
薬

｡

阿

片
と

ア

ル

コ

ー

ル

を

ま

ぜ

た

盛
名

高
い

薬
が

､

キ

ャ

ロ

ル

の

夫

が

処
方

箋
の

調

剤
に

点
者
た

ち

■
(

5
)

を

よ

こ

す
､

正
に

こ

の

店
に

置
い

て

あ

る
｡

美
術
品

店
-
-
-

店

主
は

､

メ

ア

リ

ィ

･

エ

レ

ン

･

ウ

ィ

ル

タ

ス

夫

人
｡

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

･

サ

イ
エ

ン

ス

図
書
室
も

兼
ね

て

い

て
､

毎

日

無
料
公

開
｡

美
を

ま

さ

ぐ

り

求
め

て

い

る
し
し

こ

ろ
が

､

い

じ

ら

し
い

｡

一

部
屋
き

り
の

板

囲
い

の

小

屋
で

､

つ

い

最
近

､

粗
い

化

粧
漆
喰
い

を

塗
っ

た

ば
か

り
｡

シ

ョ

ー
･

ウ

ィ

ン

ド

ー

は
､

上

品
ぶ

っ

て

見
当

違
い

だ

ら

け

一
木
の

幹
を

ま

ね

る

は

ず
の

と
こ

ろ
が

､

金

色
の

塊
に

な
っ

て

し

ま
っ

て

い

る

花

瓶
｡

｢

ゴ

ー

フ

ァ

ー
･

ブ

レ

ア

リ

ィ

か

ら

御

挨
拶
+

と

銘
の

入
っ

た
､

ア

ル

ミ
ニ

ュ

ー

ム

の

灰

皿
｡

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

･

サ

イ
エ

ン

ス

の

雑
誌

｡

小

さ

な

蟹

菜
の

花
に

大

き

な
リ

ボ

ン

を

縛
り

つ

け
た

図

柄
を

押
し

刷
り

し

た
､

ソ

フ

ァ

ー

用
の

ク

ッ

シ

ョ

ン

｡

配
色
の

よ

い
､

刺

繍
用

絹
糸

の

束
が

､

枕
形
の

台
の

上
に

載
っ

て

い

る
｡

店
の

中
に

入
る

と
､

ま

ず
い

絵
や

名
画
の

､

粗

悪
な

カ

ー

ボ

ン

写

真
印

刷
が

目
に

つ

き
､

棚
に

は
､

蓄
音

機
の

レ

コ

ー

ド

と

写

真
機
の

フ

ィ

ル

ム

､

木
製
の

玩

具
が

載
っ

て

い

る
｡

そ

し

て
､

こ

う
い

う
も

の

に

囲
ま

れ

て
､

▼

気
づ

か

わ

し

げ

な
､

小

柄
な

女
が

､

座
蒲
団
を

あ

て

た

揺
り

椅
子

(

6
)

に

坐
っ

て

い

る
｡

J ∂9
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ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町

全

体
で

､

キ

ャ

ロ

ル

の

目
を

楽

し

ま

せ

た

建
物
と

い

え
ば

､

イ

オ

ニ

ヤ

式

建
築
の

銀

行
だ

け
で

､

町

が

で

き

て

五

十

年
に

は

な

る

と
い

う
の

に
､

町
の

美
観
を

考
え

て

建
て

ら

れ

た

建
物
は

十

指
に

満
た

ず
､

キ

ャ

ロ

ル

は
､

こ

の

田

舎
町
の

｢

醸
さ

を
は

な

ば

な

し

く
さ

ら

け

出
す

厚

顔
無
恥
と

､

堅

苦
し
い

ま
で

の

生

真
面
目

さ

は

も

と
よ

り
､

建
物
の

無
計
画

性
､

(

7
)

一

時
し
の

ぎ
の

脆
弱
性

､

そ

の

色
が

祷
せ

て

い

る

不

快
さ
+

に

辟

易

し
､

い

ま
に

も

大
草
原
の

カ
に

押
し

潰
さ

れ

そ

う
な

田

舎
町
か

ら
､

大
都
会
の

安

全
さ

を

求
め

て

逃
げ

出
し

た

い

と

思

う
の

で

あ

る
｡

そ

も

そ

も
､

､
､

､

ネ

ソ

タ

生

ま

れ

で

は

あ
っ

た

が
､

大
草
原
の

村

村
の

事
情
に

通

じ
て

い

な

か
っ

た

キ

ャ

ロ

ル

が
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー
･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町
に

や
っ

て

く
る

こ

と

に

な
っ

た

の

は
､

キ

ャ

ロ

ル

が
､

､

､

､

ネ

ア

ポ

リ

ス

の

は

ず
れ

に

位

置
し

て

い

る

と

さ

れ

る

ブ

ロ

ジ

ェ

ッ

ト
･

カ

レ

ッ

ジ

を

卒
業
し

､

シ

カ
ゴ

で
一

年
間

､

図
書

館
学
を

学
ん

で

い

る

と

き
､

大

草
原
の

町
を

美
化

し
て

､

こ

れ

を

｢

ジ

ョ

ー

ジ

王

朝

時
代

風
の

家
と

日

本

風
の

バ

ン

ガ

ロ

ー

(

硝
娼
帥

し

い
｡

)

鮎
+

に

作
り

か

え

た

い
､

と

思
い

立
っ

た

か

ら
で

あ

る
｡

キ

ャ

ロ

ル

は

そ

の

後
､

三

年
間

､

セ

ン

ト

ポ

ー

ル

の

公
立

図

書

館
で

司

書
と

し

て

働
き

､

そ

れ

か

ら

姉
の

知
人
の

ア

パ

ー

ト

で
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー
･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町

医

者
ウ

ィ

ル

･

ケ
ニ

コ

ッ

ト

に

甜
一
.

▲

紹
介
さ

れ
､

一

年
間
の

求

婚
期
間
を

経
た

の

ち
､

ケ
ニ

コ

ァ

ト

に

所

望
さ

れ

て

結
婚
し

､

コ

ロ

ラ

ド

州
の

山

中
で

新

婚
旅

行

を

す
ま

せ

て

か

ら
､

｢

ケ
ニ

コ

ッ

ト

先
生
+

の

｢

別

嬢
の

花

嫁
さ

ん
+

と

し

て
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

ケ
ニ

コ

ッ

ト

家
に

輿
入

れ

す

る

の

で

あ
る

｡

以

上
の

よ

う
な

『

本

町

通

り
』

に

お

け
る

基
本

的

な

設

定
は

､

ア

メ

リ

カ

中
西

部
の

田

舎
町
に

都
会

的
な

価
値

観
を

持
ち

込
み

､

そ

の

価
値
観
に

よ

っ

て

退

嬰
的

な
田

舎
町

を

裁

断
し
よ

う
と

す
る

試
み

に

他

な

ら
な
い

が
､

そ

の

都
会

的
な

価
値

観
な
る

も

の

は
､

｢

優
美
と

明

知
+

(

:

s

弓
2

e
t

n
e

詮

p

n

d

-

首
F
t

｡
)

を

求
め

て

イ

エ

ー

ル

大

学
に

学
ん

だ
､

田

舎
町
の

出
身
者
た

る

ル

イ

ス

白
身
が

田

舎
町
に

持
ち

帰
っ

た

も
の

で

あ
っ

て
､

い

わ

ば
ル

イ

ス

は
､

こ

の

小

論
の

冒

頭
で

ふ

れ

て

お

い

た

農
村
部
と

都
市

部
の

価
値
観
の

相

別
丁

対

立
を

自
己
の

内

部
に

か

か

え

た

人

間
と

し

て
､

『

本
町

通

り
』

を

書
く
こ

と
に

な
る

の

で

あ
る

｡

『

本

町

通
り
』

執
筆
の

経

緯
に

つ

い

て

は
､

す
で

に

他
の

と
こ

(

9
)

ろ
で

紹
介
し

て

お

い

た

の

で
､

こ

こ

で

詳
論
す
る

こ

と
は

避
け

る

こ

と

に

す
る

が
､

ル

イ

ス

自
身
の

説

明
に

よ

れ

ば
､

一

九

〇
五

年
､

イ
エ

ー

ル

大
学
で

の

大

学
生

浩
二

年
目
の

休

暇
に

郷

里

の

ソ

ー

ニ .
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ル イ ス に お け る ｢ 田 舎町+

ク
･

セ

ン

タ

ー

に

帰
っ

た
ル

イ

ス

が
､

田

舎

町
の

人
々

の

詮

索
好

き
に

嫌
気
が

さ

し
､

｢

田

舎
町
の

栄

華
+

(

:

t

F

①

色
○
【

y

O
{

t

F
e

S

m

邑
t

O

弓
n

:

)

と

さ

れ

る

｢

隣
人

愛
+

(

:

n
e

首
F
b
O

ユ
ー

n

e
∽

∽

｡

)

な

る

も
の

が
､

そ

の

大
半
は

｢

ま

や

か

し

物
+

(

:

p

訂

訂
:

)

で

あ

る

こ

と
に

思
い

至
っ

て
､

自
分

自
身
を
モ

デ
ル

に

若
い

弁

護
士

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

(

G
亡

y

ロ
ワ
ー
ー

O
C

打
)

を

主
人

公

に

し
た

作
品
『

村

落
病
ビ

ー

ル

ス
』

(

:

T
F
①

≦
-
-

品
e

≦
2
S

:

)

を

書
き

始
め

､

二

万

語
ほ

ど

書
き

進
め

ら
れ

た

と
こ

ろ
で

､

そ

の

作
品
は

未
完
の

ま

ま

放
置

さ

れ
､

そ
の

草
稿
が

散
逸
し
て

し
ま

っ

た
の

ち
､

十
一

､

二

年
た
っ

て

か

ら

新
し
い

構
想
の

も

と
で

書
き

始
め

ら

れ

た

の

が

『

本

町

通

り
』

で

あ

る
､

と
い

う
こ

と

で

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
が

､

こ

の

よ

う

な
ル

イ

ス

自
身
の

説
明
が

､

実
は

､

全

く

事
実
に

相
違
し

て

お

り
､

ル

イ

ス

自

身
を
モ

デ
ル

に

し
て

い

る

と

さ

れ

る

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

は
､

一

九

〇
五

年
の

前
後

､

一

年
足

ら

ず
の

間
ソ

ー

タ
･

セ

ン

タ

ー

の

町
で

弁
護
士

業
を

開
業
し

て

い

た

独

身
の

変
わ

り

者
チ

ャ

ー

ル

ズ

･

タ

ウ

ン

ゼ

ン

ド
･

ド

リ

オ

ン

(

C
F
甲
ユ
e

∽

T
O

弓
コ
S

昌
d

D
O

ユ
O

n
)

な

る

人

物

を
モ

デ

ル

に

し

た

も
の

で

あ

り
､

ま
た

､

ま

こ

と

に

信
じ

難
い

こ

と

で

あ

る

が
､

散

逸
し

て

し

ま
っ

た

と

さ

れ

る

『

村
落
病
ビ

ー

ル

ス
』

の

草
稿

は
､

そ

も

そ

も

書
か

れ

て

さ

え
い

な

か

っ

た
､

と

い

う

事
実

を
､

マ

ー

ク
･

シ

ョ

ー

ラ

ー

の

『

ル

イ

ス

伝
』

(

琵
琶
打

S

c

F
O

岩
【

､

h
恥

喜
訂
丸

1

ト
3
e

計
㌧

ゝ

達

ゝ

S
9

瓦

昌
讃

ト

さ
)

(

一

九
六

一

年
)

ほ

明

ら
か

に

(

1 0
)

し

た
｡

ル

イ

ス

の

記
憶
違
い

､

も

し

く

は

錯

覚
と

考
え

る

に

は

あ

ま

り

に

も

重

大
な

､

こ

の

よ

う
な

事
実
の

歪
曲
は

､

自
分
の

作
品
に

解

説
を

加
え

る

こ

と

を

求
め

ら

れ

た

作
家
が

､

手
の

内
を

見

せ

な
い

た

め
に

張
り

め

ぐ

ら

す

煙
幕
の

如
き

も
の

で

あ

ろ

う
が

､

ル

イ

ス

の

語
っ

て

い

る

こ

と

は
､

い

か

ほ

ど

客
観
的
な

事
実
か

ら

掛
け

離

れ

て

い

る

に

せ

よ
､

ル

イ

ス

に

お

け
る

心

理

的
な

真
実
を

伝
え
て

い

る

の

で

あ
っ

て
､

ル

イ

ス

は
､

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

と
い

う

人

物

を

造

形

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

田

舎
町
に

埋
も

れ

て

し

ま
っ

た

場

合
の

自
己

白
身
の

姿
を

想

定

し
て

い

る
､

と

考
え
る

こ

と

が

で

き

る
｡

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

が

好

も

し
い

人

物
と

し

て

描
か

れ

て

い

る

の

は
､

ひ

と

つ

に

は
､

そ

の

た

め
で

あ

ろ

う
｡

〔

因
み

に
､

キ

ャ

ロ

ル

は
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー
･

ブ

レ

ア

リ

ィ

に

住

む
よ

う
に

な
っ

て
､

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

と

知
り

合

う

と
､

田

舎
町

に

は

珍

ら
し
い

人

格
者
で

あ

る

ガ

イ
･

ポ
ロ

ッ

ク

の

よ

う
な

人

間

が
､

な

ぜ
､

型
に

ほ

ま
っ

た

よ

う
な

訴
訟

事
件
を

手
が

け
る

仕
事

を

続
け

な
が

ら
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

に

留
ま
っ

て

い

る

一

′
エ

の

か
､

不

思

議
に

思
い

､

機
会
を

捉

え
て

､

衝
動
的
に

ガ

イ
･

ポ

β
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ロ

ッ

ク

に

た

ず
ね

る

-

｢

あ

な

た

と

も

あ

ろ

う

方
が

､

な

ぜ
､

こ

の

町
に

留
ま
っ

て

い

ら
っ

し
ゃ

る

の

?
+

｢

村
落
病
ビ

ー

ル

ス

に

と

り
つ

か

れ

て

い

る

か

ら
で

す
よ
+

｢

危
険
の

よ

う
で

す
わ

ね
+

｢

危
険
で

す

と

も
｡

こ

う
し

て

煙
草
を

す

う
の

を
や

め

な
い

で

い

る

と
､

わ

た

し
が

五

十

歳
に

な
っ

て

必

ず
か

か

る

癌
よ

り

も
､

も
っ

と

危
険
で

す
よ

｡

村
落
病
ビ

ー

ル

ス

と
い

う
の

は
･

-
鈎
虫

に

非
常
に

よ

く

似
て

い

る

の

で

す
が

一
地

方
に

あ
ま

り

に

も

長

い

こ

と

引

き
こ

も
っ

て

い

る

野
心

家
の

人
々

に

取
り

つ

く

病
原
菌

で
､

弁
護
士
と

医

師
と

牧
師
と

大

学
卒
の

商
人
た

ち

1
も

の

を

考
え

､

笑
い

声
を

あ

げ
る

人
々

の

世

界
を

一

瞥
し

て

は

い

る

も
の

の
､

も

と
の

湿

地
に

帰
っ

て

き

て

し

ま
っ

て

い

る
､

こ

う
い

う

人

た

ち

全

体
の

間
に

蔓
延
し

て

い

る

の

が
､

お

わ

か

り

に

な
る

で

し

(

n
)

よ

う

よ
｡

わ

た

し

が
､

完
全
な

る
､

そ

の
一

例
で

す
｡

･

…
‥

+

〕

従
っ

て
､

ル

イ

ス

が

多
少
な

り

と

も

理

想
化
し

た

自
己

を

投
影

し

て

い

る

人

物
た

る

ガ

イ
･

ポ
ロ

ッ

ク

が
､

田

舎

町
を

描
く

作
品

の

主
人

公

と

な
る

可

能
性
は

充
分
に

存
在

し
た

わ

け
で

あ

る

が
､

そ

の

ガ

イ
･

ポ

ロ

ッ

ク

が

『

本
町

通

り
』

に

お

い

て

は

脇
役
的
な

人

物
の

位

置
を

占
め

､

ガ

イ
･

ポ

ロ

ブ

タ

に

か

わ

っ

て
､

大
学
卒

の

女

性
キ

ャ

ロ

ル

が
､

田

舎
町
に

都
会
的
な

価
値
観
を

持
ち

込

む

湖

人

物
と

し
て

-
そ

の

よ

う

な

意
味
に

お

い

て
､

キ

ャ

ロ

ル

は
､

か

な

り

の

と
こ

ろ

ま
で

､

ル

イ

ス

自

身
で

あ

る

-
『

本

町

通

り
』

の

主

役
の

座
を

占

め

る

こ

と

に

な
っ

た

の

は
､

ル

イ

ス

が
一

九
一

六

年
の

四

月
に

､

実
に

十

年
ぶ

り

に

最

初
の

妻
グ

レ

イ

ス

(

?
買
e
)

を

伴
っ

て

ソ

ー

ク
･

セ

ン

タ

ー

の

町
に

｢

里

帰
り
+

を

し
た

こ

と

に

よ

る

と
こ

ろ
が

多
い

｡

つ

ま

り
､

ル

イ

ス

は
､

ア

メ

リ

カ

東
部

出
身
の

教
養
あ

る

女

性
で

あ
っ

た

妻
グ

レ

イ

ス

の

よ

う

な

女

性
が

､

田

舎
町
の

町
医

者
で

あ
っ

た

ル

イ

ス

の

父

親
､

も

し

く
は

､

同
じ

く
町

医

者
と

な
っ

た

ル

イ

ス

の

兄
の

よ

う
な

男
性
と

結
婚
し

て
､

田

舎
町
に

住
み

つ

く
こ

と

を

想

定

し

て
､

『

本

町

通

り
』

の

構
想

を

得
た

も
の

と

思
わ

れ

る

の

で

あ

る
｡

し

か

も
､

こ

の

よ

う
に

し

て

『

本

町

通
り
』

の

基
本

的
な

設

定
が

見
定
め

ら

れ

た

と

き
､

ル

イ

ス

に

お

け
る

農
村
部
と

都
市

部

の

価

値

観
の

相

剋
･

対

立
が

､

田

舎
町
に

対

す
る

評
価
を

め

ぐ
っ

て

意
見
を

異
に

す
る

一

組
の

夫

婦
の

夫

蘇
関

係
の

中

に

持
ち

込

ま
れ

て

い

く
こ

と

に

な

る

の

で

あ
っ

て
､

『

本
町

通

り
』

が

最
終
的

に
､

ル

イ

ス

に

お

け
る

田

舎
町
の

問
題
が

夫

婦
関

係
の

緊

張
を

増
幅
す
る

仕
組
み

を

も
つ

作
品

と

な
っ

て

い

る

の

は
､

こ

の

た

め
で

あ

る
｡

だ

が
､

結
論
を

急
ぐ

前
に

､

具

体
的
に

検
討
を

加
え

て

お

か

な
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け
れ

ば

な

ら
な
い

こ

と

は
､

ル

イ

ス

に

お

け
る

田

舎
町
の

問
題
が

､

ま

ず
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

に

乗
り

込
ん

で

く
る

キ

ャ

ロ

ル

と
､

キ

ャ

ロ

ル

を

迎
え

た

町
の

住

民
た

ち
と
の

間
の

相

剋
･

対

立

と
い

う

形
を

と

る
､

と
い

う

設
定
で

あ

る
｡

キ

ャ

ロ

ル

は
､

キ

ャ

ロ

ル

を

歓
迎
す

る
パ

ー

テ

ィ

に

出
席
し

て
､

町
の

住
民
た

ち

に

紹
介
さ

れ

る

が
､

そ

の

パ

ー

テ

ィ

に

は
､

町
の

若
い

ハ

イ

カ

ラ

連

中
､

狩
猟

仲

間
の

名
士

た

ち
､

ち
ゃ

ん

と

し

た

イ

ン

テ

リ

連
､

堂

堂

た

る

金

満
家
た

ち
が

揃
っ

て

い

る

と
い

う
の

に
､

会
話
と

呼
ぺ

る

よ

う
な

も
の

は

な

く
､

ロ

を

開
け
ば

話
題
は

低

級
､

し

か

も

限

ら
れ

て

い

て
､

い

か

に

も

視
野
の

狭
い

人
々

ば

か

り

で

あ

り
､

な

に

か

と

言
え
ば

､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

出
身
の

大

立

物
と

い

う
こ

と

で
､

ボ

ス

ト

ン

で

自
動
車
工

場
を

経

営
し
て

い

る
パ

ー

シ

ィ

･

プ

レ

ズ

ナ
ハ

ン

(

勺
e

r

c

y

野
e
s

n

旨
賀
)

の

自
慢
を

す
る

､

と
い

っ

た

具
合
い

で
､

ま
る

で

地

上

最
高
の

人

間
が

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

に

集
ま
っ

て

い

る
､

と

言
わ

ん

ば
か

り
の

､

鼻

持
ち

な

ら

な
い

独

善
ぶ

り

を

発
揮
す
る

｡

ま

た
､

自
分

た

ち
が

い

っ

で

も

健
全
な

ア

メ

リ

カ

精
神
の

バ

ブ

ク

ボ

ー

ン

に

な
っ

て

い

る

と

称
し

て
､

な
に

に

せ

よ

新
し
い

実
験
的

な

試
み

に

警
戒
心

を

抱

き
､

労
働
組

合

を

敵
視
し

､

道
徳
家

を

も
っ

て

任

じ

て

い

る
｡

ル

イ

ス

ほ
､

こ

う
し

た

町
の

住

民

た

ち
を

､

明
ら
か

に

椰
輸
し
な

が

ら

描
い

て

い

る
｡

た
と

え

ば
､

金

融
業
着
で

あ

り
､

ア

メ

リ

カ

北

部
に

材
木
を

伐
採
し
た

土
地

を

所
有
す
る

ル

ー

ク
･

ド

ー

ソ

ン

(

｢

旨
か

D

芸
1

S

O

n
)

は
､

引

っ

込
み

思
案
な

男
で

あ

り
､

ア

イ
ロ

ン

を
か

け
て

い

な
い

､

く

す

ん

だ

グ

レ

イ

の

服
を

着
込
み

､

乳
白
色
の

顔
か

ら

目
が

と

び

出
し

て

い

る
｡

そ

の

細
君
は

､

色
あ
せ

た

原
､

色
あ

せ

た

髪
､

色
あ

せ

た

声
､

色
あ

せ

た

態

度
を

し
て

い

た
｡

身
に

つ

け
て

い

る

高
価
な

､

録
の

ド

レ

ス

に

は
､

胸
に

金

と

銀
の

モ

ー

ル

の

飾
り

が

あ

り
､

ビ

ー

ズ

の

絵
が

つ

き
､

背
中
の

ボ

タ

ン

と

ボ

タ

ン

の

間
を

大

き

く

あ

け
て

､

ま
る

で
､

そ

の

ド

レ

ス

ほ

セ

コ

ハ

ン

で

買
っ

て
､

も
と

の

持
ち

主
に

出
く
わ

す
の

を

恐
れ

て

で

も
い

る
､

と
い

う
ふ

う
で

あ

(

1 2
)

っ

た
｡

ま

た
､

ル

イ

ス

は
､

｢

穴

居
人
の

一

人
で

､

猛
禽
類
と

し

て

令

名
が

高
い

-
細
長
い

鼻
は

急
降
下

し
､

口

は

海
亀
の

口
､

眉
は

太

く
､

頻
は

赤
ぶ

ど

う

酒
の

色
､

白

髪
が

真
綿
の

よ

う
な
+

銀
行

の

頭
取

り
エ

ズ

ラ
･

ス

ト

ウ

ボ

デ
ィ

(

E
N

r

p

S
t

O

各
O

d

y
)

に
､

｢

利
潤
配
分
と

か

福
利
事
業
と

か

保
険
と
か

老

齢
年
金
な

ん

て

ば
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も
の

は
､

す
べ

て

要
す
る

に
､

く
だ

ら
な
い

も
の

で

す
な

｡

労
働

者
の

独
立

心

を

弱
め

ー
そ

れ

に
､

正

当
な

利
潤

を
､

ご

っ

そ

り

捨
て

る

よ

う
な

も

の

だ
｡

ま
だ

耳
の

後
が

乾
い

て

い

な

い

(

浅
場

意
｡

)

世

間
知
ら

ず
の

思

想

家

や
､

例
の

婦
人

参
政

権

論

者
､

ま

た
､

実
業
家
に

経

営
法
を

教
え

よ

う

な

ど
と

す
る

､

そ

こ

ら

中
の

お

節

介
ど

も
､

そ

れ

に

大

学
の

教
授
連
中
の

な
か

に

も
､

同

じ

程
度
に

､

け

し
か

ら
ん

の

が

い

る

が
､

こ

う
い

う

連
中
を

全

部
ひ
っ

く
る

め

て

言
え

ば
､

神
の

恵
み

に

浴

し
た

天
下

の
､

偽
装

し

た

社

会

主

義

者
に

他
な

ら
ん
ー
･

そ

こ

で
､

生

産
者
と

し

て

の

わ

た

し
の

当

然

の

義
務
は

､

ア

メ

リ

カ

の

産
業
の

健
全

性
に

対

す
る

あ

ら
ゆ

る

攻

撃
に

､

と

こ

と

ん

ま

で

抵

抗
す
る

こ

と

に

あ

る
｡

そ

う

す

る

と

(

1 3
)

も
!
+

と
､

言
わ

せ

て

い

る
｡

キ

ャ

ロ

ル

は
､

こ

の

よ

う

な

町
の

住

民
を

相

手
に

し

て
､

彼
女

な

り

の

理

想
と

使
命
感
に

従
い

､

新
し
い

形
式
の

新

宅

開
き
の

パ

ー

テ

ィ

を

計
画

し

た

り
､

芝
居
の

上

演
を

企
画

し

た

り
し

て
､

町

の

改
革
を

押
し

進
め

よ

う

と

す
る

の

で

あ

る

が
､

結
局
キ

ャ

ロ

ル

の

努
力
は

､

町
の

住

民

た

ち
の

肇
愛
を

買
い

､

キ

ャ

ロ

ル

の

理

想

と

す
る

と
こ

ろ

が
､

な
ん

と
も

底
の

浅
い

も
の

で

あ

る

こ

と

を

暴

露
す
る

結
果
と

な

り
､

キ

ャ

ロ

ル

の

持
ち

込
ん

だ

都
会
的
な

価
値

湖

観
が

､

田

舎
町
の

価
値

観
に

よ

っ

て

逆
に

批
判
さ

れ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る
｡

し
か

も
､

そ

の

場
合

､

キ

ャ

ロ

ル

の

夫

の

ウ

ィ

ル

･

ケ

ニ

コ

ア

ト

が
､

田

舎
町
の

健
全
な

面
を

象
徴

す
る

人

物
と

し

て

設

定
さ

れ

て

お

り
､

キ

ャ

ロ

ル

の

都
会
的

な

価
値
観
が

､

浮

気
な

妻
の

軽
薄
さ

と
い

う

形
で

批

判
さ

れ

る

こ

と
に

な

る

の

で

あ

る
｡

も

ち

ろ
ん

､

キ

ャ

ロ

ル

は
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

住

民
の

中
に

も
､

彼
女
の

理

解

者
を

発
見

す
る

｡

そ

の

代

表
的
な

人

物
は

､

さ

き

に

ふ

れ

た

弁

護
士
の

ガ

イ
･

ポ
ロ

ッ

ク

で

あ

り
､

高

校
の

先

生

を
し

て

い

る

ゲ
ィ

ー

ダ
･

シ

ャ

ー

ウ

イ

ン

(

≦
d

p

S

F
e

?

w
-

n
)

で

あ
る

｡

ゲ
ィ

ー

ダ

は
､

キ

ャ

ロ

ル

の

夫
ケ

ニ

コ

ッ

ト

の

か

つ

て

の

恋

人
で

あ

り
､

キ

ャ

ロ

ル

が

ケ
ニ

コ

γ

ト

の

妻
と

し
て

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

プ

レ

ア

リ

ィ

の

町
に

や
っ

て

来
る

と
､

自
分
の

初

恋
の

相

手
を

横
取

り

し

た

女
と

し

て

キ

ャ

ロ

ル

を

憎
む

ど
こ

ろ
か

､

キ

ャ

ロ

ル

が

自
分
の

身
代
わ

り
に

ケ

ニ

コ

ッ

ト

に

嫁
い

だ

分

身
で

で

も
あ

る

か

の

よ

う
に

､

キ

ャ

ロ

ル

の

庇
護
者
を

も
っ

て

任

ず
る

よ

う
に

な

る
｡

も
っ

と

も

ゲ
ィ

ー

ダ

は
､

田

舎
町
の

現

状
に

関
し

て

キ

ャ

ロ

ル

よ

り

は

現

実
的
な

考
え

を

持
っ

て

お

り
､

キ

ャ

ロ

ル

の

性
急
な

理

想

主

義
に

対
し

て

批
判
的
で

あ

る
｡

や

が

て

キ

ャ

ロ
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ル

に

は

昇
の

子
が

生

ま

れ
､

ま

た
､

長
い

こ

と

独

身
で

あ
っ

た

ゲ

ィ

ー

ダ

は
､

デ
パ

ー

ト

｢

ボ

ン

･

ト

ン

･

ス

ト

ア
+

の

マ

ネ

ジ

ャ

ー

を

勤
め

る

レ

イ
､

､

､

ィ

･

ワ

ザ

ス

プ

ー

ン

(

R
p

y

邑
e

W
6
･

t

F
e

記
勺

0
0

n
)

と

結
婚
し

て
､

教
職
を

退

く
｡

キ

ャ

ロ

ル

は
､

子

(

u
)

供
の

養
育
に

専
念
す
る

傍
ら

､

読
書
に

耽
る

が
､

そ

の

読
書
を

通

じ

て

ア

メ

リ

カ

の

田

舎
町
に

関
す
る

一

種
の

確
信
を

抱
く
に

至
り

､

そ

の

確
信
を

ゲ
ィ

ー

ダ

に

披
渡
す
る

｡

キ

ャ

ロ

ル

が

確
信
し
た

と

こ

ろ
に

よ

れ

ば
､

従

来
､

ア

メ

リ

カ

の

田

舎

町

に

つ

い

て

は

二

つ

の

伝
統
的
な

考
え

方
し

か

存
在
し

な

か

っ

た
｡

そ

の

う

ち
､

第
一

の

も
の

は
､

田

舎
町
を

も

含
め

て

ア

メ

リ

カ

の

村
落
は

相

変
わ

ら

ず
､

友

情
と

誠
実
さ

に

満
ち

､

清
ら

か

で

美
し
い

結
婚
適
齢
期
の

娘
た

ち
に

ふ

さ

わ

し
い

唯
一

の

安

住

の

地
で

あ

る
､

と

す

る

考
え

方
で

あ
っ

て
､

パ

リ

で

絵
の

修

業
を

し

て

名
を

あ

げ

た

り
､

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

金

融
界
で

成

功
し

た

男

た

ち
も

､

最
後
に

は

ス

マ

ー

ト

な

都
会
女
に

嫌
気
が

さ

し
､

そ

れ

ぞ

れ

の

生

ま

れ

故
郷
に

帰
っ

て

き

て
､

都
会
と
い

う
と
こ

ろ

ほ

邪

悪
な

と
こ

ろ
だ

､

と

断
言
し

､

劫
な

友

達
と

結
婚
し

て
､

終
生

､

自
分

た

ち
の

町
に

楽

し

く

住
む
こ

と
に

な
る

､

と

さ

れ

る
｡

も

う
一

つ

の

伝
統
的
な

考
え

と

は
､

す
べ

て

の

村
落
の

重

要
な

特
色
ほ

成

金

趣
味
と

､

抜
け

目
の

な
い

劉

軽
な

老

人
の

存
在
で

あ

る
､

と

す
る

も

の

で
､

こ

の

考

え

方
ほ

､

寄
席
の

舞
台
や

､

滑
梧

な

挿
し

絵
､

シ

ン

ジ

ケ

ー

ト

組
織
の

新
聞
の

ユ

ー

モ

ア

記
事
を

支

配
し

て

い

る
｡

キ

ャ

ロ

ル

は
､

以

上
二

つ

の

考
え

方

ほ

現

実
の

田

舎
町
の

実
態

を

摘
ん

で

い

な
い

と

し

て
､

こ

れ

を

斥
け

､

現

実
の

田

舎
町

ほ
､

安
物
の

自

動
車

､

電
話

､

レ

デ
ィ

ー

メ

ー

ド

の

衣

服
､

サ

イ
ロ

､

ア

ル

フ

ァ

ル

フ

ァ

､

コ

ダ

ッ

ク
･

カ

メ

ラ
､

蓄

音

機
､

皮
張
り
の

モ

リ

ス

式
椅
子

､

ブ

リ

ア

ジ

大
会
の

賞
品

､

石

油
の

株
式

､

活
動

写

真
､

土

地
の

売
買

､

読
ん

で

も
い

な
い

マ

ー

ク
･

ト

ウ

ェ

イ

ン

全

集
､

国
内
政

治
の

純
正

版
と
い

う
ぺ

き

も
の

を
､

も
の

を

考
え

る

た

め

の

観
点

と

し
て

い

る
､

と

す
る

｡

そ

こ

で
､

そ

の

よ

う

な
田

舎
町
の

生

活
に

飽
き

足
ら
な
い

人

間

-
と

く
に

青
年
た

ち

-
-
は

､

都
会
に

逃

げ

出
し

､

都
会
の

伝

統
が

作
り

も

の

で

あ

る

に

も

拘
ら

ず
､

都
会
に

踏
み

留
ま
っ

て
､

休
暇
に

さ

え

帰
郷

し

ょ

う
と

し

な

く
な

る
｡

そ

の

理

由
は

､

田

舎

町
の

実
態
と

し
て

､

｢

相

像
カ

を

欠

く

規
格
化
が

行
な

わ

れ

て

い

る

背
景

､

も
の

ぐ

さ

な

話
し

ぶ

り

と

生

活
態
度

､

う

わ
ぺ

だ

け
の

世
間
体

を

と

り
つ

く
ろ

う
と

す
る

欲

求
■
が

､

楷
神
面

を
き

び

し

く

支

配

し
て

い

る

事

実
｡

満
足
…

㌻

生

き
て

い

る

人
々

が

せ

わ

し

な

く

歩
き

ま
わ

る

の

を

嘲
笑
す
る

､

も

の

言
わ

ぬ

死
者
の

満
足

｡

唯

湖
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一

の

積
極
的
な

美
徳
と

し

て

崇
め

ら

れ

て

い

る

自
己

否

定
｡

幸
福

の

禁
止

｡

自
ら

求
め

､

自
ら

守
り

続
け
る

奴
隷
状

況
｡

神
格
化
さ

(

1 5
)

れ

た

倦
怠
+

と
い

っ

た

こ

と

が

あ

る

か

ら
で

あ
る

｡

キ

ャ

ロ

ル

も
､

あ

ら

ゆ
る

国
の

､

あ

ら

ゆ
る

時
代
の

田

舎
町

は

す
ぺ

て
､

退

屈
で

あ
る

だ

け
に

留
ま

ら

ず
､

卑
劣
で

､

無
情
で

､

好
奇
心

に

と

り
つ

か

れ

る

傾
向
が

あ

り
､

田

舎
町
に

見
ら
れ

る

小

心

実
々

ぶ

り
が

避
け

難
い

こ

と

は

認
め

よ

う
と

す
る

｡

し

か

し
､

全
面
的
に

規

格
化

し
､

純
化
し

た

も

の

に

な

ろ

う
と

苦
心

し
､

世

界
第

一

の

凡

庸
国
と

し
て

ヴ
ィ

ク

ト

リ

ア

朝
の

英
国
の

後
釜
に

す

わ

ろ

う
と

熱
望
す
る

ア

メ

リ

カ

の

村
落
と

も

な

れ

ば
､

も
ほ

や

田

舎
で

あ

る

と

ば

か

り

は

言
っ

て

お

ら
れ

ず
､

起
伏
す
る

丘
の

菓
蔭

で

無
知
蒙
昧
に

安
ん

ず
る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

そ

こ

で
､

ア

メ

リ

カ

の

村
落
ほ

､

こ

の

地

上

を

支
配
し

ょ

う
と

す
る

一

勢
力
と

し

て
､

自
信
満
々

､

他
の

文

明

世

界
に

む
か

っ

て

威
張
り

散
ら

し
て

み

せ

る

が
､

安
い

自
動

車
､

一

ド

ル

時
計

､

安
全

剃
刀

を

大
量
生

産
し

て
､

全

世

界
の

人

間
が

そ

れ

ら
の

品
物
を

使
用

す
る

こ

と

に

人
生

の

終
局

的
な

目

的
を

見
出
す

よ
■
う
に

仕
向

け
て

い

る

よ

う
で

は
､

た

と

え

偉
大
な

世

界
の

一

部
で

あ
る

と

自

負
し

､

自
ら

を
ロ

ー

マ

や

ウ

ィ

ー

ン

に

な

ぞ

ら

え

よ

う

と
､

科
学
的
な

心
､

国
際
的
な

精

神
を

欠
い

て

い

る

こ

と

に

な
っ

て

し

ま

う
｡

こ

の

よ

う
に

し
て

キ

ャ

ロ

ル

は
､

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

甜
一
.

▲

の

よ

う
な

町
々

の

表
面
に

あ

ら
わ

れ

た

醜
悪
さ

を

分

析
し

､

そ

の

根
本
的
な

原
因
は

､

普
遍
的
な

顆
似
性
の

問
題
に

あ
る

､

と

し

て
､

次
の

よ

う
な

結
論
を

下

す
｡

普
遍
的
な

類
似
性

-
そ

れ

が
､

退

屈
至

極
な

安

全

性
の

哲
学

の

具
体

的
な

表
現

な
の

で

あ
る

｡

ア

メ

リ

カ

の

町
の

十

分
の

九
は

､

お

互
い

に

全

く

似
た

り
よ

っ

た

り

な
の

で
､

甲
の

町
か

ら
乙

の

町

に

移
る

こ

と

は
､

退

屈
き
わ

ま
る

こ

と

で

あ
る

｡

ビ

ッ

ツ
パ

ー

グ

の

酉
で

ほ

毎
度
の

こ

と
､

そ

の

東
で

む
ノ
レ

ば

し
ば

､

同
じ

よ

う
な

材
木
置
場
が

あ

り
､

同

じ
よ

う
な

停
車
場

､

同
じ
よ

う
な

フ

ォ

ー

ド

の

修
理

工

場
､

同

じ
よ

う
な

ク

リ

ー

ム

製
造
工

場
､

同
じ
よ

う

な

箱
型
の

家

屋
と
二

階
建
て

の

商
店
が

あ
る

｡

新
し
い

､

も
っ

と

自
覚
的
な

家

屋
で

も
､

多
様
性
を

狙
う

試
み

そ

の

も
の

が

似
た

り

よ

っ

た

り

で

あ
っ

て
､

同

じ
ょ

う
な
バ

ン

ガ
ロ

ー
､

同
じ

よ

う
に

四

角
な

､

化

粧
漆
喰
を

塗
る

か
､

タ

ペ

ス

ト

リ

ィ

ま
が

い

の

煉
瓦

の

家
々

な

の

だ
｡

商
店
は

､

全

く

同
じ

規
格
品
で

､

全

国
的
に

宣

伝
さ

れ

て

い

る

商
品

を

陳
列
し

､

三

千
マ

イ

ル

も
へ

だ

た

っ

た

地

域
の

新
聞
が

､

そ

れ

ぞ

れ

同
一

の

｢

シ

ン

ジ

ケ

ー

ト

に

よ

る

特
集

記
事
+

を

掲
載
し

､

ア

ー

カ

ン

ソ

ー

州
の

若
者
ほ

､

デ

ラ

ウ
ェ

ア

ニン

ノ
ヘ
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州
の

同

じ
よ

う
な

若
者
が

身
に

つ

け
て

い

る
､

同

じ

よ

う
に

派

手

な

出
来
合
い

の

服
を

見
せ

び

ら
か

し
､

二

人
が

二

人
と

も
､

同
じ

新
聞
の

ス

ポ

ー

ツ

面
で

お

ぼ

え
た

同
じ

俗
語
の

言
い

ま

わ

し

を

繰

り

返

し
､

そ

の
一

方
が

大
学
生

で
､

他

方
が

床
屋
の

あ

ん

ち
ゃ

ん

で

あ
っ

て

も
､

ど

ち

ら
が

ど

ち

ら

な
の

か
､

誰
に

も

見
当
が

つ

く

(

1 6
)

ま
い

｡

以
上
の

よ

う
に

ル

イ

ス

が
､

キ

ャ

ロ

ル

を

通

し
て

ア

メ

リ

カ

の

田

舎
町

に

加
え
て

い

る

批
判
ほ

､

そ

れ

な

り

に

手
き

び

し
い

も
の

で

あ

り
､

そ

の

批

判
に

は
､

た

し
か

に
､

意
地

の

悪
い

諷
刺
の

嫌

が

あ
る

｡

し

か

し
､

T
･

E
･

ホ

ウ

ィ

プ

ル

(

T
.

声

W
F

甘
p

-

e
)

(

1 7
)

が

鋭
く

も

指
摘
し

た

よ

う

に
､

田

舎
町
に

対

す

る

ル

イ

ス

の

敵
意

に

は
､

ル

イ

ス

が

田

舎
町
か

ら

受
け
た

敵
意
に

対

す
る

仕
返
し
の

よ

う
な

と
こ

ろ
が

あ

り
､

ル

イ

ス

は
､

折
あ

ら

ば

田

舎
町

の

欠

点
･

弱
味
を

衝
い

て

や

ろ

う
と

身
構
え

て

い

る

か

の

観
が

あ

る
｡

ま

た
､

そ

の

一

方
で

､

ル

イ

ス

の

諷
刺
に

は
､

都
会
生

活
の

中
で

自
意
識

を

強
い

ら
れ

た

田

舎
者
の

自
嘲
と
い

っ

た

と
こ

ろ
が

あ

り
､

個

人
か

ら

自
分
の

欠

点

を

嘲
笑
さ

れ

な
い

う
ち

に
､

ま

ず
自

分
で

自
分
の

欠
点

を

さ

ら

け

出
し

､

そ

う

す
る

こ

と
に

よ

っ

て

他
人
の

嘲
笑
を

免
れ

よ

う
と

す
る

意
図
が

隠
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

も

思

わ

れ

る
｡

そ

の

上
ル

イ

ス

は
､

び

そ

か

に

田

舎
町
の

美
点

を

匂

わ

せ

よ

う
と

も

す
る

の

で

あ
る

｡

た

と

え

ば
ル

イ

ス

は
､

キ

ャ

ロ

ル

が
ゴ

ー

フ

ァ

ー
･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町

を
一

巡
し
て

､

そ

の

俗
悪
さ

に

絶
望

し
た

と

き
､

時
を

同

じ

く
し

て
ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町
を

見
て

歩
き

､

そ

の

｢

豪
華
さ
+

に

感
嘆
し

た

女

性
の

あ
っ

た

こ

と

を
つ

け

加

え

る
｡

こ

れ

は
､

田

舎
町
の

俗
悪
さ

を

美
し
い

も
の

と

考
え
る

百

姓
娘
ピ

ー

･

ソ

レ

ン

ソ

ン

(

出
e

p

S

O

岩
n
S

O

n
)

-
の

ち
に

､

キ

ャ

ロ

ル

の

女

中
と

な

る

ー
の

無
知
を

笑
う
エ

ピ

ソ

ー

ド

と
し

て

読
む
こ

と

も

可
能
で

あ
る

が
､

少
な

く
と

も
､

田

舎
町
に

対

す
る

キ

ャ

ロ

ル

の

見

方
が

唯
一

･

絶
対
の

も
の

で

ほ

な
い

こ

と

を

示

す

も
の

で

あ
っ

て
､

さ

き

に

キ

ャ

ロ

ル

の

目

を

通
し

て

措
か

れ

た

ダ

イ

ヤ

ー

の

ド

ラ

ッ

グ
･

ス

ト

ア

は
､

ピ

ー

の

目

を

通
し
て

描
か

れ

る

と
､

こ

う
い

う
こ

と

に

な
る

ー
ー
ー

ド

ラ

ッ

グ
･

ス

ト

ア

に

は
､

と

て

つ

も
な

く

大
き
い

､

と

ん

で

も

な

く

長
い

､

美
し
い

絶
大

理

石
づ

く

り
の

ソ

ー

ダ

水

売
り

易
｡

そ

の

上
に

､

と
っ

て

も

大
き

な

電
燈

｡

こ

れ

ま

で

見

た

こ

と

も

な

い

よ

う
な

大
き

な

笠
が

つ

い

て

い

る

-
い

ろ

ん

な

種
類
の

色
ガ

ラ

ス

を

は

り

合
わ

せ

た

笠
｡

ソ

ー

ダ

水
の

蛇
口

､

こ

れ

は

銀
だ

｡

∬
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そ

し

て
､

電
燈
の

台
の

下

か

ら
､

い

き

な

り

突
き

出
て

い

る

ー
･

ソ

ー

ダ

水

売
り

場
の

う
し

ろ

に
､

ガ

ラ

ス

の

棚
が

あ
っ

て
､

聞
い

た

こ

と

も

な
い

よ

う
な

新
し
い

種
類
の

ソ

フ

ト
･

ド

リ

ン

ク

の

填

が

な

ら

ん

で

い

る
｡

誰
か

男
に

連
れ

ら

れ

て
､

こ

こ

に

入

れ

た

(

1 8
)

ら
!ま

た
､

あ

れ

ほ

ど
田

舎
町
の

俗
悪
さ

を

嫌
っ

た

当
の

キ

ャ

ロ

ル

自
身
が

､

夫
の

ケ
ニ

コ

ッ

ト

と

別

居

ま
で

し
て

首
都
ワ

シ

ン

ト
ン

で
一

年
も

働
く
と

､

そ

の

仕
事
に

も

嫌
気
が

さ

し
､

田

舎
町
の

生

活
を

な
つ

か

し

く

思
い

始
め

る

の

で

あ

る
｡

折
も

折
､

キ

ャ

ロ

ル

が

ふ

さ

ぎ

込

ん

で

ワ

シ

ン

ト

ン

の

通
り

を

歩
い

て

い

る

と
､

ワ

シ

ン

ト

ン

に

立

ち

寄
っ

た

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

デ
パ

ー

ト

｢

ボ

ン

･

ト

ン

･

ス

ト

ア
+

の

経
営

者
ハ

リ

ィ

･

ヘ

イ

ド

ッ

ク

(

試

買
r

y

H
P

y

き
c

打
)

と

そ

の

妻
ジ

ュ

ア

ニ

ー

タ

(

甘
呂
賢

r

)

に

再
会
し

､

キ

ャ

ロ

ル

は

思
わ

ず
駈
け

寄
っ

て
､

ジ

ュ

ア

ニ

ー

タ

に

キ

ス

を

す
る

｡

そ

の

後
､

キ

ャ

ロ

ル

が

ワ

シ

ン

ト

ン

に

来
て

十
三

ケ

月

目
に

､

夫
の

ケ

ニ

コ

ッ

ー

が

上

京
し
て

来
る

こ

と
に

な

り
､

キ

ャ

ロ

ル

は
､

い

わ
ば

第
二

の

求

婚
期
間
を

経

験
し

た

の

ち
､

な

お

五

ケ

月

ワ

シ

ン

ト

ン

に

留
ま
っ

て

か

ら
､

夫
の

も

と

に

帰
る

こ

と

に

な

る
｡

ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

ブ

レ

ア

リ

ィ

の

町
は

､

キ

ャ

ロ

ル

が

二

年
ほ

ど

留
守
を
し

て

い

た

間
も

､

殆
ど

変
化
が

な

く
､

キ

ャ

ロ

舶
一

】
▲

ル

は

相

変
わ

ら

ず
田

舎
町
の

批
判
を

続
け
る

つ

も

り
で

ほ

い

る

が
､

も

し

自
分
に

帰
る

ぺ

き

と
こ

ろ
が

あ
る

と

す
れ

ば
､

そ

れ

は
ゴ

ー

フ

ァ

ー

･

プ

レ

ア

リ

ィ

を

措
い

て

他
に

は

な
い

こ

と

を

思
い

知
ら

さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

従

来
､

一

般
に

､

シ

ン

ク

レ

ア
･

ル

イ

ス

に

お

け
る

田

舎

町
の

問
題
は

､

カ

ー

ル

･

プ
ァ

ン

･

ド

ー

レ

ン

(

C

邑
く

呂
U
O

岩
ロ
)

の

い

わ

ゆ
る

｢

村
落
へ

の

反

逆
+

(

:
t

F
e

R
e

言
-

t

符
O

m

旨
e

≦
丁

-

品
e

:

)

の

一

形
態
と

し

て

捉

え

ら

れ
､

と

き

に

は
､

オ

リ

グ

ァ

ー

･

ゴ

ー

ル

ド

ス

､
､

､

ス

の

長
詩

『

荒
廃

し
た

村
』

(

○
-
-

く
e

r

G
O

F
T

∽

m
仙

t

ア

リ

訂

b

琶
ミ

乱

ヨ
叫

訂
慧
)

(

一

七

七

〇

年
)

あ

た

り

か

ら

(

1 9
)

始
ま

る
､

村
落
の

問
題
に

つ

な

が

る

も
の

と

さ

れ
､

ま

た
､

『

本

町

通
り
』

は
､

エ

ド

ガ

ー

･

W
･

ハ

ウ

の

『

あ

る

田

舎

町

の

物

語
』

(

E
d

g

賀

W
･

告
｡

宅
e

-

→

訂

訟
Q

づ

色
白

C
Q

§
ざ
→
Q

琶

且

(

一

八

八
三

年
)

､

エ

ド

ガ

ー

･

リ

ー

･

マ

ス

タ

ー

ズ

の

詩

集

『

ス

プ

ー

ン

･

リ

グ
ァ

ー

詞

華

集
』

(

E
d

笥
【

｢
e

e

巳
p
s
t

e

長

逝
V

Q

Q

苫

恕
e

等

ゝ

邑

邑
Q

等
)

(

一

九
一

五

年
)

､

シ

ャ

ー

ウ

γ

ド
･

ア

ン

ダ

ソ

ン

の

短

篇
集

『

オ

ハ

イ

オ

州
ワ

イ

ン

ズ

バ

ー

グ
』

(

S

訂
⊇

1

0

｡

d

A
n
d
e

r
s

｡

n
-

司
訂

邑
ま

車
○

已
Q
)

(

一

九
一

九

年
)

な

ど
の

系
列
に

な

ら
ぶ

作
品
と

さ

れ

る

が
､

『

本
町

通

り
』

が

ア

ー

ト
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メ

リ

カ

文

学
の

歴
史
の

上

で

空

前
の

大

成

功
を

納
め

た

こ

と
に

つ

い

て

は
､

そ

れ

な
り

の

理

由
が

あ

る

の

で

あ
っ

て
､

『

本
町

通
り
』

を
､

た

と

え
ば

『

オ
ハ

イ

オ

州

ワ

イ

ン

ズ
バ

ー

グ
』

と

比
べ

て

み

る

と
､

な
る

ほ

ど

『

本
町

通
り
』

は
､

屈
折
し

た

人

間

心

理
の

歪

み

を

追
求

す
る

心

理

小

説
の

洞
察
力
に

は

欠
け

る

と

は

い

え
､

そ

の

｢

痛
み

を

伴
う

永

遠
の

喜
劇
+

の

お

か

し

み

に

は
､

ア

ン

ダ

ソ

ン

の

短

篇
集
の

病

的
な

倒
錯
し

た

世

界
の

や

り

き

れ

な

さ

と

は

無

縁
な

後
味
の

良
さ

が

あ

る
｡

『

本

町

通
り
』

は
､

ア

メ

リ

カ

の

田

舎
町
に

対

す
る

ル

イ

ス

の

愛
憎
半
ば

す
る

苛
立

た

し

さ

を

創
作
の

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

し
て

い

る

だ

け
に

､

小

説
家
に

不

可
欠
な

想

像
力
の

不

足
を

写

実

的
な

模
写

と

耳
の

た

し
か

さ

で

禰
な
っ

て

い

る

と

さ

れ

る

ル

イ

ス

の

作
品

と

し

て

は
､

思
い

の

ほ

か

ル

イ

ス

の

肉
声
が

聞
か

れ

る

作
品
で

あ

り
､

た

わ

い

の

な
い

キ

ャ

ロ

ル

の

夢
と

理

想
の

中
に

､

リ

ア

リ

ズ

ム

の

作
家
ル

イ

ス

の

中
に

共

存
す
る
ロ

マ

ン

テ

ィ

シ

ス

ト

の

感

傷
を

読

み

と

る

こ

と

が

可

能
で

あ

り
､

『

本
町

通
り
』

が

出
版

後

ま

も

な

く
フ

ロ

ペ

ー

ル

の

『

ボ

ブ
ア

リ

ー

夫

人
』

(

G

岳
t

p

く
e

句
】

巴
】

b
e
r

t
.

(

2 0
)

竃

已
白

票
～

b
Q
e

熊

づ
)

(

一

八
五

七

年
)

に

擬
せ

ら

れ

た

の

も
､

故

な

し
と

し

な
い

｡

ま
た

､

『

本
町

通

り
』

の

爆
発
的
な

人

気
に

ほ
､

こ

の

作

品

が

一

九
二

〇

年
に

出
版
さ

れ

た

こ

と
が

大
い

に

も
の

を

言
っ

て

い

る
｡

(

2 1
)

ウ

ォ

ル

タ

ー

･

リ

γ

プ

マ

ン

(

W
巴
t

e

l

L
首
勺

ヨ
P

n

n
)

に

よ

れ

ば
､

一

九
二

〇
年
の

大

統

領
選
挙

は
､

デ
モ

ク

ラ

シ

ー

の

理

想
と
ア

メ

リ

カ

社

会
の

無
限
の

発
展
に

対

す
る

楽
天
的
な

信

顧
の

終
焉
を

画

す
る

も
の

で

あ
っ

て
､

ウ

ィ

ル

ソ

ン

大

統
領
の

も

と
で

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

大

戦
に

参
加
し

た

ア

メ

リ

カ

の

国

民
は

､

デ
モ

ク

ラ

シ

ー

の

理

念
に

疑
問
を

抱

く
よ

う
に

な

り
､

ま
た

､

国

際
連
盟
へ

の

加
入

を

め

ぐ
る

議
論
を

通
じ

て
､

複
雑
な

国

際

情
勢
の

中
に

置
か

れ

た

ア

メ

リ

カ

人
の

生

き

方
を

考
え

ざ
る

を

得
な

く
な
っ

て

い

た
｡

そ

の

上
､

ア

メ

リ

カ

は

世

界
の

経

済
大

国
と

し

て

の

実

力

を

そ

な

え

る

よ

う
に

な
っ

て

お

り
､

ア

メ

リ

カ

国
民

は
､

自
己

吟
味
の

必

要
を

感
じ

て

い

た
｡

そ

こ

で

『

本

町

通
り
』

は
､

タ

イ

ミ

ン

グ

よ

く
､

そ

の

必

要
を

満
た

す
こ

と

に

な
っ

た
､

と
い

う

わ

け
な
の

で

あ

る
｡

こ

れ

を

文

化

史
的

･

精
神
史
的
に

言
え

ば
､

そ

れ

ま

で
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

田

舎
で

し
か

な

か

っ

た

ア

メ

リ

カ

が
､

国

際

的
な

舞
台
に

登

場
す

る

こ

と
で

､

そ

の

田

舎
者

と

し
て

の

自
意
識
を

強
い

ら

れ
､

そ

の

自

意
識
の

克
服
を

迫
ら

れ

た
､

と

す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

ル

イ

ス

の

『

本

町

通
り
』

は
､

す

で

に

見
た

よ

う
に

､

一

義
的
に

は
､

ル

イ

ス

個
人
に

お

け
る

､

強
い

ら
れ

た

田

舎
者
と

し

て

の

自
意
識

O
V

が

ル

イ

ス

に

書
か

せ

た

作
品
で

あ

る

が
､

こ

の

よ

う

な
ル

イ

ス

に

β
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お

け
る

田

舎
町

の

問
題
は

､

た

ん

に
､

ア

メ

リ

カ

国

内
の

都
市
と

田

舎

町
の

対
立

･

相

剋
と
い

う

関
係
の

中
に

の

み

捉
え

ら
れ

る

ぺ

き

も
の

で

は

な

く
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

対

ア

メ

リ

カ

と

い

う

関
係
の

中

に

拡

張
し

て

捉
え

得
る

問
題
な
の

で

あ

る
｡

現
に

ル

イ

ス

は
､

す

で

に
､

そ

の

処
女

作
と

も

言
う
べ

き

長
編
『

わ
が

社
の

レ

ン

氏
』

(

○

馬

5

守
一

司
言

書
)

(

一

九
一

四

年
)

に

お

い

て
､

イ

ギ

リ

ス

旅

行
を

試
み

た

ア

メ

リ

カ

の

青
年
が

ア

メ

リ

カ

を

見

直
し

､

平
凡

な

ア

メ

リ

カ

市

民
と

し
て

家

庭
生

活
を

楽

し

む
よ

う
に

な

る

話
を

書
い

て

い

る

し
､

ま

た
､

｢

本
町

通
り
+

が

｢

文

明
の

極
致
+

を

も
っ

て

任
じ

､

｢

ハ

ン

ニ

バ

ル

(

H
2
-

n

旨
巴
)

が
ロ

ー

マ

に

侵

入

し
､

エ

ラ

ス

ム

ス

(

内

岩
S

m
亡
仏

)

が

オ

ブ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

で

著

述

し

た
+

の

は
､

フ

ォ

ー

ド

の

自

動

車
が

デ
パ

ー

ト

｢

ボ

ン

･

ト

ン

･

ス

ト

ア
+

の

前
に

置
か

れ

る

よ

う

に

な

る

た

め

で

あ

り
､

｢

食
料
品

店
の

主

人
オ

ー

ル

･

ジ

ュ

ン

ス

ン

(

○
】

2

】

昌
S

O

n
)

が

銀
行
家
の

エ

ズ

ラ
･

ス

ト

ウ

ボ

デ
ィ

に

話
す
こ

と
が

､

ロ

ン

ド

ン

､

プ

ラ

ー

ハ

､

海
上
の

金

儲
け
の

種
に

も

な
ら

ぬ

小

島
で

守
ら
れ

る

(

2 2
)

ぺ

き

法

律
と

な

る
+

､

と

す
る

ア

メ

リ

カ

の

田

舎
町
の

思
い

上

が

り

は
､

そ

れ

が

い

か

に

も

笑
止

千

万

な

思
い

上
が

り
で

あ
る

だ

け

に
､

ヨ

ー

ロ

ブ

パ

に

対

す
る

ア

メ

リ

カ

人
の

劣
等
感
が

い

か

に

抜

き

難
い

も

の

で

あ
る

か

を

裏
書
き

し
て

い

る
｡

絵
じ
て

､

一

九
二

〇

年
代
の

ア

メ

リ

カ

文

学
の

特
徴
は

､

ア

メ

のり
〟

リ

カ

が

世

界
の

大

国
と

し
て

国
際
舞
台
に

登

場
す
る

と
い

う

事
実

を

背
景
と
し

た
､

そ

の

文

学
の

国
際

化
で

あ

り
､

そ

の

象
徴
的
な

事
件
が

､

ル

イ

ス

の

ノ

ー

ベ

ル

文

学

賞
授
賞
(

一

九
三

〇

年
)

で

あ

る

が
､

ル

イ

ス

に

お

け
る

田

舎
町
の

問
題
は

､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

対

ア

メ

リ

カ

の

力
関
係
の

歴
史
の

上

で

転
機
を

画

す
る

時
代
に

生

き

た

ア

メ

リ

カ

人
の

､

自
ら
を

恥
じ
っ

つ

自
ら

を

主

張
す
る

と
い

う

よ

う
な

､

自
己

検
証
と

自
己

主

張
の

交
錯
す

る
､

極
め

て

興

味
あ

る

問
題
を

提
供
し

て

い

る

の

で

あ
っ

て
､

経

済
大

国
を

標
模
す
る

今
日

の

わ

れ

わ

れ

に

と
っ

て

も

決
し

て

無
縁
な

問
題
で

は

な
い

筈

で

あ

る
｡

(
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邑
計

旦

旨
匂

ゝ
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恥

3 .

昌
達

わ
尽
ま

買
b

の

巻
末
に

付

け

ら
れ

た

統

計

資

料

に

よ

る
｡

な
お

､

ア

メ

リ

カ

の

国
勢
調

査
に

よ
る

基

準
で

は
､

人

口

二
､

五

〇

〇

人
以

上

の

町
の

人
口

は
､

都
市

部
の

人
口

と

し

て

計

算

さ

れ

て

い

る
｡

(

2
)

以

上
の

叙
述
は

､

呂
p

r

k

∽
c

F
O

岩
r

-

h
軋

喜
訂
叫

ヽ
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恥

重
訂
㌧
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ゝ

S
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§

卜
一
首

の

記

述
に
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て

い

る
｡

(
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S
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(
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粥
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旨
叫
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N
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･

､

監
礼
b

S
､

ワ

N

P

､

芝

計
S
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p
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山

P

マ

ス

タ

ー

ズ

の

詩
集

『

ス

プ

ー

ン

･

ワ

プ

ア

ー

詞

華

( 7 3 ) シ ン ク レ ア ･
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転
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沖
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(
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(
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S
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ゝ

S
等
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ト
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､
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(

1 1
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J
-
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i
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E
d
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O
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C
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転
軋
達

治
､
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(

1 2
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､

巴
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屯

声
p

一

望
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(

1 3
)

､
ひ
叫

敷
声
p

.

合
.

(

1 4
)

キ

ャ

ロ

ル

が

読

ん

だ

書
物
は

､

若
い

ア

メ

リ

カ

の

社

会

学

者
､

若
い

イ

ギ

リ

ス

の

現

実

主

義
者

､

ロ

シ

ヤ

の

恐

怖

小

説

作

者
た

ち
､

ア

ナ

ト

ー

ル

･

フ

ラ

ン

ス

(

A
ロ

邑
○

訂

句

岩
n
C

e
)

､

ロ

ラ

ン

(

河
?

-

-

賀
d
)
､

ネ

タ

ソ

ー

(

宅
e

当
U

)
､

ウ

ェ

ル

ズ

(

W
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】

-

∽
)

､

シ

ョ

ー

(

S
F

p

且
､

ケ

イ

(

只
O

y
)

､

エ

ド

ガ

ー

･

リ

ー

･

マ

ス

タ

ー

ズ

(

E

倉
寛

J
e
e

E

監
t

e

且
､

セ

オ

ド

ア
･

ド

ラ

イ

サ

ー
(

T
F
e

O

き
r

e

D

邑
s

e

ユ
､

シ

ャ

ー

ウ
ッ

ド
･

ア

ン

ダ

ソ

ン

(

S
F
e

⊇
1

0
0

d

A
ロ

d
e

?

S

O

ロ
)

､

ヘ

ン

リ

イ

･

メ

ン

ケ
ン

(

H

昌
r

y

呂
e

ロ

旨
昌
)

そ

の

ほ

か
､

女

性
た

ち

が

参
考
に

し
て

い

る

破

壊

的

な

哲
学

者
や

芸

術
家
の

著

述

と
い

う
こ

と

に

な

つ

て

い

る
｡

(
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F
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山
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d
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】

亡

♂

ら
へ

訂
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無
言

畏

p
.

N

-

ヰ
.

)

な
お

､

カ

ー

ル

･

プ
ァ

ン

･

F

-

レ

ン

が
､

一

九
一

五

年
か

ら
一

九
二

〇

年
代
の

初

期
に

か

け
て

書

か

れ

た
､

ア

メ

リ

カ

の

村

落
を

攻

撃
す
る

作
品

は

す
ぺ

て
､

エ

ド

ガ

集
+

を

種
本
に

し
て

い

る

と
い

う

意
味
の

こ

と

を

述
べ

た

と

こ

ろ
､

ル

イ
ス

は

-
キ

ャ

ロ

ル

が

マ

ス

タ

ー

ズ

の

も
の

を

読
ん

で

い

る

に

も

拘
ら

ず

-
『

本

町

通
り
』

の

執
筆
の

際
に

は
､

マ

ス

タ

ー

ズ

を

読
ん
で

は

い

な
か

っ

た

と

抗
議
し

た
､

と

言

わ

れ

る
｡
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勺
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∽
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O

岩
J
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訂
已
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､

ト

箋
訂
∴
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ぎ
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音
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1 6
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ヽ

g
弘
也

き

p
.
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-
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)
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W
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e
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